
（３）クワ【右から３番目】
北海道において造林植え付け作業で一般的に使われている器具です。

（４）ディプル【左端】
これは先端部を土中に差し込み植穴を開けるものですが、これも前述のとおり、差し込

んだだけでは植穴が開かないことから、差し込んでから前後左右に傾けながら回して植穴
を開けました。

写真のディプルは、マルチキャビティコンテナ300cc用として設計されたものです。

○コンテナ苗の問題点
（１）コンテナ苗は根鉢がある
ので、ある程度の水分を含有し
ていないと根鉢が崩れやすい状
況が見られ、コンテナ苗の取扱
いに注意する必要があります。

（２）コンテナ苗の運搬では、
根鉢の形状を保持できるような
容器に入れる必要があることが
わかりました。

（３）今回の植え付けでは、通常使用する苗木袋では根鉢が壊れると考え、保管場所から
プラスティック製の買い物カゴを使用して植え付け箇所へ運搬しました。

○まとめ
今回の植え付け作業で感じた点についてとりあえずまとめてみましたが、今後、データ

等を整理していくこととしています。運搬方法については今後も検討していく必要はある
ものの、裸苗よりも植え付け作業が楽であるように思われ、今後とも様々な検証をしてい
くことにより有効性を調べていきたいと考えています。

また、来春には活着状況調査、さらに来秋には成長調査を行うこととしており、コンテ
ナ苗の良好な特徴が見られることを期待しています。

トピックストピックス
■現地検討会の開催

森林技術センターが実施する技術開発課題について
は、北海道森林管理局技術開発委員会において、毎年度、
試験課題の計画及び実行結果について報告・審議をして
います。

この技術開発委員会には外部有識者の方々を委員とし
ていますが、現地に即し
た有用な意見や指導に向
け、また、活発な審議と
なることを目的として、
技術開発委員による技術
開発課題試験地での現地
検討会を８月２９日～３０日の２日間にわたり開催しま
した。

当日は天候にも恵まれ、各技術開発課題試験地を視察
していただき、活発な意見交換が行われました。

今回使用したコンテナ苗

長沼町の有限会社石田農園が生産した苗
木で、根鉢は、ピートモス（輸入製品）4
0％、黒土（苗畑使用土）30％、火山礫
（厚真町産）30％を使用しており、ほか
に木炭粉、肥料（バイコントロール）を少
量使っています。

今回、苗畑からの運搬に使用した段ボー
ル箱は、縦40cm、横60cm、高さ40cm
で、コンテナ苗がほぼ70本入っており、
重量は20kg未満程度でした。

林野庁北海道森林管理局
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森林技術センターだより

新 規 技 術 開 発 課 題 の 進 捗 状 況 を 紹 介 し ま す

｢コスト削減をめざした森林整備への取組～コンテナ苗による省力造
林に向けて～」の進捗状況について

森林技術センターにおいて、今年度から取組みを始めた「コスト削減をめざした森林整
備への取組～コンテナ苗による省力造林に向けて～」課題については、林野庁の平成２３
年度国有林野事業技術開発重点取組課題として選定されています。

今秋、この技術開発課題にかかるマルチキャビティコンテナ苗木などの植え付け作業を
行いましたので、これまでの取組み状況についてご紹介します。

○技術開発課題の概要
試 験 箇 所 上川北部森林管理署2200林班か小班
試 験 の 目 的 マルチキャビティコンテナ苗木（以下「コンテナ苗」という。）と普通苗

木（以下「裸苗」という。）との成長等の比較検討をすることにより、
コンテナ苗が北海道において有効な造林技術となるかについて検証する

課題実施期間 平成23年度～平成25年度

○試験地設定
（１）本課題試験地では、スペード
・クワ等を使用したコンテナ苗の植
栽と、現行の植栽方法（クワを使用
した裸苗の普通植え）とで、それぞ
れの植え付け功程、活着状況、生長
状況について比較検討することを目
的としています。

このため、樹種ごとに植栽方法別
の試験プロットを設定することとし、
（図ー１）のとおり１７プロットを
設定しました。

（２）試験プロットについては、一
般的な植え付け仕様である筋刈3m
残し幅4mを基本に、刈払機での人
力地拵作業により９月中～下旬に現
地造成を行いました。

（３）植栽樹種については、北海道
での林業主要樹種であるトドマツ、アカエゾマツ、カラマツ及びグイマツとしました。

（４）植栽本数については、ha当たり本数2,000本を目安に苗間1.43m、列間1.5mとし、
試験プロットごとの植栽方法、植栽本数については（表－１）のとおりとなっています。

図ー1 プロット配置図
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表－１ プロット別の植栽仕様

○植え付け作業
（１）本試験地への植え付けは、平成23
年10月17日～20日に行いました。

（２）本試験地の各プロットは人力地拵に
よる作業を行ったことから、ササ根はその
ままであり、表層はササ刈払い物等の地被
物で覆われています。

このため、植え付け時にはある程度の地
被物の除去が必要となりました。
（図ー2）

（３）試験地の土壌は「適潤性褐色森林土(BD)」型
ですが、土質状態は粘土質形と見られました。

（４）クワによる植え付けでは、ササ根を切断・除
去して実施することが必要でした。

また、コンテナ苗の植え付けは、コンテナ苗の根
の形状が根鉢であり、この根鉢を植穴に差し込む作
業でしたので、根を広げ確実に土壌に密着させなけ
ればならない裸苗よりも植え付け作業としては楽に
行えました。（図ー３）

（５）スペードによる植え付けでは、本来のスペー
ドの使い方は「前後にゆすって植穴を開ける」とさ
れていますが、実際には前後にゆすっただけではコ
ンテナ苗を入れる穴が開かなかったため、スペード
を差し込んで回す作業が必要となりました。

また、スペードの場合は、ササ根をよけて差し込
むことが可能でしたので、ササ根の除去は必要とし
ませんでしたが、コンテナ苗を入れる際にはかがみ
込む作業が必要でした。（図ー４）

（６）ディプルによる植え付けでは、本来のディプ
ルの使い方は「差し込んで開いた穴にコンテナ苗を入
れる」とされていますが、ディプルの径がほぼコンテ

図ー２ プロットの地被物の状況
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図ー３ クワによる植え付け

トド アカ カラ グイ 計 トド アカ カラ グイ 計 トド アカ カラ グイ 計

① 23.5 3.0 24度 トドマツ 裸苗 クワ 34 34 34 34

② 25.2 3.0 24度 トドマツ コンテナ苗 クワ 36 36 36 36

③ 22.2 3.0 24度 トドマツ コンテナ苗 スペ－ド 32 32 32 32

④ 20.5 3.0 24度 トドマツ コンテナ苗 ﾌﾟﾗﾝﾃｨﾝｸﾞﾁｭ-ﾌﾞ 30 30 30 30

⑤ 15.0 3.0 18度 トドマツ コンテナ苗 ディプル 22 22 22 22

⑥ 32.4 3.0 19度 ｱｶｴｿﾞﾏﾂ 裸苗 クワ 46 46 46 46

⑦ 32.5 3.0 19度 ｱｶｴｿﾞﾏﾂ コンテナ苗 クワ 46 46 46 46

⑧ 32.4 3.0 19度 ｱｶｴｿﾞﾏﾂ コンテナ苗 スペ－ド 46 46 46 46

⑨ 31.7 3.0 19度 カラマツ 裸苗 クワ 46 46 46 46

⑩ 31.3 3.0 17度 カラマツ コンテナ苗 クワ 44 44 44 44

⑪ 30.6 3.0 15度 カラマツ コンテナ苗 スペ－ド 44 44 44 44

コンテナ苗 クワ 19 19 19 19

裸苗 クワ 19 19 19 19

コンテナ苗 クワ 16 16 16 16

裸苗 クワ 16 16 16 16

コンテナ苗 クワ 16 16 16 16

裸苗 クワ 16 16 16 16

⑮ 17.5 3.0 10度 グイマツ コンテナ苗 スペ－ド 25 25 25 25

⑯ 16.0 3.0 0度 グイマツ コンテナ苗 クワ 23 23 23 23

⑰ 13.0 3.0 0度 グイマツ 裸苗 クワ 17 17 17 17

計 415.4 139 108 104 48 399 53 62 62 17 194 192 170 166 65 593
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ナ苗と同じであったため、ディプルを差し込んだだ
けではコンテナ苗を入れられる穴が開かず、ディプ
ルを前後左右に傾けながら回すようにする作業が必
要となりました。

また、ディプルはササ根をよけて差し込むことが
できるので、ササ根を除去する必要はありませんで
したが、ササ根が混み合っている場合には差し込め
ないため、場所を少し変える作業が必要となりまし
た。

今回使用したディプルの先端は鋭角状ではなく、
鈍角状であったため、ディプルを土中に差し込むの
が労力的に大変でした。

しかし、ディプルの先端を鋭角状とした場合には、
コンテナ苗の形状のほかに鋭角な先端部を作る必要
があるので、実際にはコンテナ苗よりも長い穴ができ、コン
テナ苗を入れた際に空隙ができることが想定されます。

なお、ディプルにおいても、コンテナ苗を入れる際にはか
がみ込む作業が必要でした。（図－5）

（７）プランティングチューブによる植え付けでは、ササ根
をよけて差し込むことが可能であり、今回の土質では容易に
プランティングチューブの口を開くことができ、コンテナ苗
の落下も支障なく植え付けすることが可能でした。

プランティングチューブでは、腰をかがめることなく連続
して植え付け作業を行うことができました。

なお、プランティングチューブでは、踏み込む姿勢となる
ので、斜面下側からの作業よりも斜面上側からの作業が行い
やすい状況でした。（図ー6）

（８）全般的には、根に気をつけることが必要な裸苗に比べ
て根鉢付きのコンテナ苗のほうが植え付け作業においては容易
に植え付けすることができるものと思われました。

○コンテナ苗植え付け器具
（図－７）は、今回使用した植え付け器具です。

（１）プランティングチューブ【右端】
これは先端の口が閉じ

ている状態で土中に差し
込み、足でレバーを押し
て先端の口を開き、筒の
上からコンテナ苗木を落
とし込むものです。

（２）スペード【右から
２番目】

これは先端部を土中に
差し込み、前後にゆすっ
て植穴を開けるものです
が、前述のとおり、前後
にゆするだけでは植穴が
開かず、差し込んだ状態
で回転させて植穴を開け
ました。

図ー４ スペードによる植え付け

図ー５ ディプルによる植え付け

図ー６ プランティングチューブ

による植え付け

図ー７ 植え付け器具


